
報道関係各位 

2025年 6月 10日 

 ネスレ日本株式会社 

 

 

 

 

 

 

ネスレ日本株式会社（本社： 兵庫県神戸市、代表取締役社長兼 CEO：深谷 龍彦、以下「ネスレ日本」）は、 
株式会社フジ（本社： 広島県広島市、代表取締役社長：山口 普、以下「フジ」）とともに、店頭でネスレ日本製品の 
紙パッケージを回収し、アップサイクル（※1）する活動を 2022年 7月より実施してきました。当活動をさらに発展させるた

め、2025 年 6 月より新たに加藤産業株式会社（本社： 兵庫県西宮市、代表取締役社長執行役員：加藤 和弥、 

以下「加藤産業」）と連携し、三社共同で活動を推進していきます。 

（※1）廃棄されてしまう物を価値のある物に変える試みのこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

世界 185 カ国で事業を展開する、世界最大の食品・飲料企業であるネスレは、2025年までにバージンプラスチックの

使用量を 3 分の 1 削減し、プラスチックパッケージの 95%以上をリサイクル可能な設計にすることを目指しています。 

このコミットメントの達成に向けて、ネスレ日本では製品パッケージの改良や廃棄物の削減に取り組みながら、 

サーキュラーエコノミーの構築を推進し、バリューチェーン全体を通じて環境への配慮を実践しています。 

サーキュラーエコノミーの構築を推進する一環として、ネスレ日本とフジは、2022 年

7 月から使用済みのネスレ日本製品の紙パッケージを店頭で回収する取り組みを 

進めています。キャンペーンとしての期間限定設置をあわせて延べ 435 店舗に回収 

ボックスを設置し、これまで約 20,000 個の「ネスカフェ ゴールドブレンド エコ＆ 

システムパック（つめかえパック）」の紙製パッケージを回収しました。回収された紙パ

ッケージは、一般社団法人アップサイクル（所在地： 大阪市、代表理事 森原 洋）の 

協力のもと、トートバッグやコースターなどの繊維製品にアップサイクル（※参考資料）され、 

キャンペーンの景品としてお客様に提供しました。 

現在は、キャンペーン期間中の限定設置に加え、フジの 19 店舗に回収ボックスを常設しています。このたび新たに 

加藤産業と連携を開始することで、加藤産業の物流拠点や配送網を活用しての回収が可能となり、今後の常設拡大に 

ともなう回収量の増加にも、より柔軟に対応できる体制が整う見込みです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

フジグラン広島（広島市）の店頭で、 

使用済みの紙パッケージを回収する様子 

ネスレ日本・フジ・加藤産業、サーキュラーエコノミーの構築に向けた 

紙パッケージの回収・アップサイクル推進において連携 

フジの 19店舗に常設した回収ボックスを通じ、地域密着型の取り組みを中国・四国エリアで推進 

「ネスカフェ」の紙製パッケージと、 

アップサイクルにより生まれたコースター 

3 社による式典の様子（左から）：  

ネスレ日本株式会社 営業本部 中四国支社長 稲垣 英之、株式会社フジ  

執行役員 お客さまサービス推進室長 兼 サステナビリティ推進室長  月原 文子、 

加藤産業株式会社 取締役上席執行役員中四国支社長 大西 高司 



食品・飲料企業、小売業、卸売業がそれぞれの強みや知識を活かして協力するこの取り組みは、紙パッケージの 

回収とアップサイクルの仕組みを広げ、生活者の環境意識を高めるきっかけや、持続可能な社会づくりへの一歩となる

と考えています。ネスレ日本は、フジや加藤産業との取り組みをモデルに、今後も段階的に連携企業や地域を拡大して

いく予定です。 

ネスレは、「食の持つ力で、現在そしてこれからの世代のすべての人々の生活の質を高めていきます」を存在意義 

（パーパス）として掲げ、安全で、美味しく、環境にも配慮された製品やサービスを皆さまにお届けできるよう、今後も 

努めていきます。 

以上 

参考資料 

■ネスレ日本株式会社について 

ネスレ日本株式会社は、スイスに本社を置く世界最大の総合食品飲料企業ネスレの日本法人で、1913 年（大正 2 年）

に創業しました。ネスレは、「食の持つ力で、現在そしてこれからの世代のすべての人々の生活の質を高めていきます」

を存在意義（パーパス）としています。そのために、ネスレは、安全で、美味しく、環境にも配慮された製品やサービスを 

皆さまに提供できるよう、日々努めています。 

ネスレ日本ウェブサイト： https://www.nestle.co.jp  

■株式会社フジについて 

株式会社フジは中国・四国・兵庫エリア 10 県に 515 店舗（2025 年 5 月末時点）を展開するスーパーリージョナル 

リテイラーです。2024 年 3 月 1 日に株式会社フジ・リテイリング及びマックスバリュ西日本株式会社が経営統合し、 

“新生フジ”が誕生しました。「地元に、新しいつながりを。」を企業スローガンに掲げ、これからも地元のお客さまに 

寄り添った商品やサービスをお届けしてまいります。 

■加藤産業について 

加藤産業は、兵庫県西宮に本社を置く総合食品卸売業で、1947 年（昭和 22 年）に設立しました。加藤産業グループ

は、「豊かな食生活を提供して、人々の幸せを実現すること」というミッションを通して、持続可能な社会の実現に貢献す

るとともに、自らの持続的な成長を目指しています。 

加藤産業ウェブサイト：https://www.katosangyo.co.jp/ 

■「ネスカフェ ゴールドブレンド エコ＆システムパック（つめかえパック）」について 

「ネスカフェ ゴールドブレンド エコ&システムパック」は、「ネスカフェ」ビン製品への詰め替え用として、またコーヒー 

メーカー「ネスカフェ ゴールドブレンド バリスタ」の専用カートリッジとして、2008 年の発売以降(※1)、コーヒーの品質を 

守りつつ、プラスチック使用量の削減や軽量化などの改良を重ね、環境に配慮した“つめかえパック”として進化してき 

ました。(※1)当時の製品名は「ネスカフェ チャージ」 

■一般社団法人アップサイクルについて 

一般社団法人アップサイクルは“現代および将来の世代のために持続可能な社会の実現”を掲げ、日清紡グループの

ニッシントーア・岩尾株式会社、ネスレ日本株式会社をはじめとする 50の企業や団体（※2）からなる企業連携プラットフォ

ームです。 （※2）2025年 5月末時点 

一般社団法人アップサイクル： https://upcycle.or.jp  

■使用済み紙パッケージが繊維製品にアップサイクルされるまでの流れ 

店頭で回収した「ネスカフェ エコ＆システムパック」の容器から、まず再生紙をつくります。その後、テープ状に細く裁断

したうえで、撚りをかけることで紙糸を作ります。紙糸の用途は極めて多彩であり、この紙からできた糸を編立・製織し、

生地素材に仕上げることで、衣服をはじめとした様々な繊維製品として生まれ変わります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

紙資源 再生紙化 紙糸化 製品化 

https://www.nestle.co.jp/
https://www.katosangyo.co.jp/
https://upcycle.or.jp/

